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（午前１０時００分 開会） 

議長（鎌形寿一君） 

 ただいまの出席議員は１５人全員です。 

 ただいまから、平成２５年東庄町議会第１回臨時会を開会します。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

 日程に先立ち、報告します。 

 地方自治法第１２１条第１項の規定による本臨時会の出席要求に対し、お手元の

印刷物のとおり通知がありました。 

 次に、本日、町長から議案の送付があり、これを受理しました。 

 次に、発議１件を受理しました。 

 以上で報告を終わります。 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定によって、１４番 宮崎正吾君、

１番 林俊之君、両名を指名します。 

 日程第２、会期決定の件を議題とします。 

 本臨時会の会期は、本日一日限りとすることに議会運営委員会において意見の一

致を見ております。 

 お諮りします。 

 本臨時会の会期は、本日一日限りとすることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（鎌形寿一君） 

 ご異議なしと認めます。 

 本臨時会の会期は本日一日限りに決定しました。 

 日程第３、同意第１号、固定資産評価審査委員会委員の選任についてを議題とし

ます。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

（事 務 局 朗 読） 

議長（鎌形寿一君） 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 
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 町長、岩田利雄君。 

町長（岩田利雄君） 

 それでは、同意第１号、固定資産評価審査委員会委員の選任につきまして、提案

理由を申し上げます。 

 現在、委員をお願いしております土屋清實さんが、本年２月１９日をもって任期

満了となることから、新たに林正憲さんを選任いたしたく、提案するものでござい

ます。 

 林さんは大木戸にお住まいで、千葉県職員として３８年間お勤めになり、平成２

２年３月に退職されるまで、旭県税事務所長、佐倉県税事務所長などの要職を歴任

され、税務行政に豊富な知識と経験を有する方でございます。固定資産評価審査委

員会委員として適任でありますので、同意をいただけますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

議長（鎌形寿一君） 

 お諮りします。 

 ただいま議題となりました同意第１号については、正規の手続を省略して、直ち

に採決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（鎌形寿一君） 

 ご異議なしと認めます。 

 これから、同意第１号、固定資産評価審査委員会委員の選任についてを採決しま

す。 

 本案はこれに同意することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（鎌形寿一君） 

 ご異議なしと認めます。 

 したがって、同意第１号は同意することに決定しました。 

 日程第４、発議第１号、農業委員会委員の推薦についてを議題とします。 

 職員に議案の朗読をさせます。 

（事 務 局 朗 読） 

議長（鎌形寿一君） 



－3－ 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 １３番、山崎ひろみ君。 

１３番（山崎ひろみ君） 

 おはようございます。発議第１号、農業委員会委員の推薦についての提案理由を

申し上げます。 

 本町の農業委員は、本年１月３１日をもって任期満了となります。このため、選

挙による委員は１月２０日に選挙が執行され、翌日の選挙会において当選者が確定

しております。 

 農業委員会の組織については、選挙による委員と選任による委員から構成されて

おります。この選任による委員は、農業委員会等に関する法律第１２条の規定によ

り、農業協同組合、農業共済組合、土地改良区がそれぞれ推薦した者、各１人、及

び、議会が推薦した者、４人以内を町長は選任しなければならないこととされてい

ます。 

 この規定に基づき、本町議会としては、農業委員会の所掌に属する事項につき、

学識経験を有する堀内和夫さん、淺羽ミヨ子さん、吉田公子さん、及び、小堀敏雄

さんの４人の方々を推薦したく、提案した次第です。 

 本案を可決くださいますよう、よろしくお願い申し上げまして、提案理由の説明

といたします。 

 よろしくお願いいたします。 

議長（鎌形寿一君） 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となりました発議第１号は、正規の手続を省略して、直ちに採決す

ることにご異議ありませんか。 

（「異議あり」と呼ぶ者あり） 

議長（鎌形寿一君） 

 正規の手続を省略することに異議がありますので、まず、質疑があれば、これを

許します。 

 ８番、高木武男君。 

８番（高木武男君） 

 議会推薦については、各選挙区ごとに選考するのがルールだと思いますが、いか
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がでしょうか。まず、第１点。 

議長（鎌形寿一君） 

 第１点ということは、そのほかにもあるんですか。 

８番（高木武男君） 

 もう一つあります。 

議長（鎌形寿一君） 

 それでは、お願いします。 

８番（高木武男君） 

 では、２点目に、今回の神代選挙区の堀内さんは、どなたがお決めになったんで

しょうか。 

議長（鎌形寿一君） 

 １３番。 

１３番（山崎ひろみ君） 

 それでは、２点の質問について、答えられる範囲でお答えしたいと思います。 

 各選挙区、各地区ごとに選ぶルールというお話もありましたが、今まで慣例とし

て私はお聞きしたことがありますけれども、議会全体で４人の議会推薦を選ぶとい

うことを自分としては認識させていただいております。 

 それから、もう１点の、個人的なお名前を出してもあれなんですけれども、堀内

さんというお名前が出ましたけれども、これはもうやはり有識者ということで選ば

れたと思います。誰がというものではなくて、議会として、議長を初め、推薦した

いということで、この前の全員協議会のときにも皆さんにお諮りしてありますので、

それ以上のことは申し述べることの必要はないかと思いますが、よろしいでしょう

か。 

８番（高木武男君） 

 今、私が言いました、そのことには全く答えておりません。この議会推薦のルー

ルについては、各選挙区、笹川、神代、東城、橘の各選挙区ごとに、その関係する

議員で今までは決めてきたと思うんです。何で今回だけは急にそのような違ったル

ールでやるんでしょうか。これはもうずっと今までやってきたと思うんです。どう

でしょうか。 

議長（鎌形寿一君） 
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 ただいまの発言は個人的な感情が相当入っているように見受けられます。質疑は、

個人的な感情を入れないものが質疑かと思います。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

 ８番、高木武男君。登壇して、お願いします。 

８番（高木武男君） 

 それでは、反対の討論を申し上げます。 

 今回の神代地区より議会推薦しようとしている堀内さんについて、次の３点で賛

成できません。 

 １、農業委員会の仕事は、大きく分けて、二つあろうかと思います。一つは農地

に関すること、もう一つは農政に関することです。 

 堀内さんは、この３年間、農業委員会会長としては農政問題には全く取り組んで

きませんでした。本当に残念なことです。農業委員会以外のことでは大変活躍され

たと聞いておりますが、農業委員としては全く評価できません。 

 ２番目として、代案として、女性農業委員を推薦したいと思います。女性農業委

員の推薦については、まちから、遅くとも７月ごろ、議会のほうへ要請があったと

思います。我々議員に話があったのは１２月です。遅過ぎます。女性の視点で農業

問題を考えてもらうことは本当に大事なことです。農業の活性化というと、すぐに

生産者の立場からに思い当たりますが、視点を変えて、消費者の立場から、女性の

立場から考えれば、東庄町の農業にも新しい展開があるかもしれません。 

 香取市で４名、多古町にも２名の女性農業委員が活躍しております。 

 ３番目に、議会推薦については、それぞれの選挙区ごとに関係する議員で選考す

るのがルールだと思います。今回の決め方はルール違反です。民主主義に反するも

のであり、認めることはできません。 

 農業委員の活躍は、農業の活性化のみならず、まちの活性化にも繋がり、まちに

とっても大変重要な役職です。議会推薦の選考は慎重にすべきです。 

 以上で討論を終わりますが、議員各位には公正な判断をお願いいたします。 

 以上で終わります。どうもありがとうございました。 

議長（鎌形寿一君） 
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 ほかに討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（鎌形寿一君） 

 討論なしと認めます。 

 これから、発議第１号、農業委員会委員の推薦についてを採決します。本案は起

立によって採決します。 

 農業委員の議会推薦は４人とし、堀内和夫君、淺羽ミヨ子君、吉田公子君、小堀

敏雄君、以上の方を推薦することに賛成の方は起立願います。 

（起立多数） 

議長（鎌形寿一君） 

 起立多数です。 

 したがって、農業委員の議会推薦は４人とし、堀内和夫君、淺羽ミヨ子君、吉田

公子君、小堀敏雄君、以上の方を推薦することに決定しました。 

 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 閉会に当たり、町長よりごあいさつをお願いいたします。 

 町長、岩田利雄君。 

町長（岩田利雄君） 

 それでは、閉会に当たりまして、ごあいさつを申し上げます。 

 まず、ご承知のとおりでありますが、アルジェリアの人質事件で、世界の最先端

で活躍する、１０人もの日本人の尊い命が奪われました。まことに残念であり、心

より哀悼の意を表する次第であります。政府には、国際社会と連携し、テロ根絶に

向けた活動を期待するものでございます。 

 さて、本臨時会には、同意１件を上程させていただき、可決承認をいただきまし

た。まことにありがとうございました。 

 政権交代により政策は大きく変換し、円高、デフレ脱却に向けて、２０兆円を超

える緊急経済対策が補正予算に盛り込まれることになり、また、本日、９２兆６，

０００億円を超える政府予算案が閣議決定される見込みでございます。株価の上昇

など、景気への好影響が現われ始めており、今後、地域経済の再生・活性化が本格

的に進むことを期待するものでございます。 

 東庄町におきましても、現在、平成２５年度当初予算の作成に向け、作業を進め
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ているところでございますが、少子高齢化の進行など、山積する課題に鋭意取り組

み、職員一丸となって住民サービスの向上に努めてまいる所存でございます。 

 議員各位には、今後ともよろしくご指導、ご支援を賜りますよう、お願いを申し

上げますとともに、いよいよ寒さが厳しくなってまいりました。健康に十分留意さ

れ、ますますのご活躍をご祈念申し上げまして、あいさつとさせていただきます。 

 ありがとうございました。 

議長（鎌形寿一君） 

 それでは、私からも一言ごあいさつを申し上げます。 

 本日は、慎重な審議、本当にご苦労さまでございました。 

 新しい農業委員さんも決まり、農業に取り組むこのまちの姿として、より一層、

期待できるのではないかと思います。 

 先日、市場のほうへ訪問させていただきまして、そのときに、市場の方から、こ

の地域は本当に恵まれているところなんですと。近いし、土地が平坦で肥えている

し。特にいろいろと一生懸命やれば、このままいろいろと生産環境を育んできたり、

いろいろなものをつくれたりというような形で、まだまだ努力すれば、いっぱいで

きますというお話がありました。 

 このまちは農業が主体のまちです。議会の人も、農業委員会、それから、農業関

係者ともっともっと力を合わせて努力して、このまちを発展させていければと、そ

ういうふうに思います。これからも一生懸命やっていきましょう。 

 今日はご苦労さまでした。 

 これをもちまして、平成２５東庄町議会第１回臨時会を閉会いたします。 

（午前１０時２１分 閉会） 


